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第４期　まちづくり大学　第1５回講座
平成２０年１２月１９日（金）

～　太満池浄水場　施設見学　～
　　　　 講 師　水道局施設グループ　仲谷課長
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　　　　　　　　　　　〃　　　　　　中尾主事　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　水道局総務グループ　田中課長　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　見学案内　〃 施設グループ　松川主幹 南本主査 松見主査 河原主事
　　　　 Coordinator　市民活動支援センター　大野　
         出席２３名（Ｍ２２名　補講者１名）
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水と緑豊かな潤いの街 大阪狭山市
私たちの水道水の水源はどこか
またどのように造られているのか　　　　　　　　　　　　　　　

　好天のもと太満池浄水場を見学した。
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１　上水道事業概要の説明　
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　　＊仲谷課長より重点方針４項目の説明
　　　　①耐用年数の来ている送水管の更新

　　　　②耐震化工事の促進

　　　　③緊急遮断弁設置（災害時、タンク・配管よりの漏水対策）
　　　　④水質管理の充実

＊続いて、中尾主事より概要説明
昭和３６年給水開始いらい４７年経過、その間人口増･渇水対策として、

取水源を西除川より副池へ、また大阪府営水道からの受水体制を整備して
給水の安定化を図ってきた。
＊現在の概要 ( Ｈ20．3現在 )
　◆給水人口58,169人　水道普及率99.9%
◆給水戸数24,370戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆年間総配水量7,300,000㌧（ 狭山池4杯分とか！）　　
◆１人１日平均配水量340 ℓ  ( 2 ℓ ペットボトル170本も！ )
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　地下水系5,000㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　 浄水8,000㌧   
◆1日平均配水量20,000㌧　--　　     （40％）　　　　　　　　　  　表流水系3,000㌧
　　　　　　　　　　　　　の水源　　　　　
大阪府より受水12,000㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　 （60％）


２　浄水場の見学　　　

２グループに分れて見学
◆浄水工程
　　　　狭山池副池

　　　　　　　　　　　　　　→取水→攪拌→薬品沈殿→濾過

　 　  井　　　戸　　　　　　→活性炭濾過→検査→塩素消毒→配水→家庭　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑
大阪府営水道受入れ
　　　　　　　　　　　　　　　　浄水工程に沿って時間をかけて順次浄化してゆく

様子を見て、日常何気なく使っている水道水の貴重さを感じ、洗車や植木の水やりがなんだか“もったいない”気持ちになった。


３　質疑応答
１．市町村間で水の取りあいなど起こっていないか？
　　ａ）全国では水不足地域があるが、大阪では琵琶湖の水が豊富な状況である。
２．水道料金は当市が大阪市より高いと思うが？
　ａ）全国レベルのデータは分らないが、大阪府下では中の下ぐらい。　
３．汚泥廃棄物の利用法は？
　ａ）現在、500㌧／年　5,000円／㌧で大阪港埋立てへ。

　　　利用法は、汚泥には重金属が入っていること、

加工費かかり過ぎることなど、難しい問題がある。

４．取水源水に溶剤など混入したら、除去できないと聞いたが？
　ａ）当市で溶剤類は現在検出していない。また、活性炭濾過で除去できる。
５．水道水の保存期間？
　ａ）カルキ臭いのは安全の指標である。

　　　ペットボトルでの保存は、２～３日で塩素が消滅し細菌が発生することと、

トリハロメタンが発生するかもしれないので、勧められない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６． 副池のＰＨが上がる時があると聞いたが、原因は？
　ａ）藻とかプランクトンが発生したときＰＨがあがる。
７．コスト面から見てこの浄水場はどうか？

ａ）府営水の受水価格と較べて、製造コストは安いと思う。（設備資金コスト、人件費等？）
　　副池取水の寿命がきたときが、問題となるだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　
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